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研究成果の概要（和文）：本研究は少女マンガ誌に掲載されたスポーツする少女を主人公とする作品（以下、ス
ポーツ少女マンガ）の盛衰を明らかにすることを目的に、六〇年代から八〇年代までのスポーツ少女マンガを取
り上げ、ヒロインの表象をジェンダー批評の観点から分析し、その歴史的変遷を検証したものである。
国会図書館所蔵の主要少女マンガ誌12誌を調査し、六〇年代の80作、七〇年代の374作、八〇年代の231作の計
685作について分析した結果は以下の通り。1．七〇年代まではスポーツと人生が一体化したヒロインが多く描か
れ、身体描写にもリアリティが求められた。2．八〇年代はヒロインにとってのスポーツの重要度が低下し、楽
しむ姿勢が見られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the sports shojo manga from the 
1960s to the 1980s with the aim of clarifying the rise and fall of the work which the main character
 of a sports girl posted in shojo manga magazines I analyzed the representation of the heroine from 
the viewpoint of gender criticism and examined the historical transition.
I investigated 12 major shojo manga magazines in the National Diet Library and analyzed the total of
 685 works of 80 works in the 1960s, 374 works in the 1970s, 231 works in the 1980s, the following 
was found out. 1. Until the 1970's, many heroines were integrated in which sports and life 
integrated, and reality was required for depiction of the body. 2. In the 80's, the importance of 
sports for the heroine declined, and attitude to enjoy was seen.

研究分野： 少女マンガ・現代日本文学・ジェンダー

キーワード： 少女マンガ　スポーツ　ジェンダー
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1． 研究開始当初の背景	
（1）博士論文で少女マンガを代表するヒロ

イン像の一つである〈男装の少女〉のジェン

ダー表象について分析した後、「戦う」少女

を描くという共通性を持つスポーツ少女マン

ガに関心を持った。スポーツ少女マンガは、

八〇年代半ばまでは、コンスタントに人気作

が描かれながら、その後は数を減らし、現在

ではほぼ描かれなくなっている。スポーツ少

女マンガは何故描かれなくなったのか、七〇

年代に一世を風靡したスポーツ少女マンガと

はどのような特徴を持ち、どのようなヒロイ

ンが描き出されていたのか、ジェンダー批評

の観点から分析を試みたいと考えた。	

	

（2）スポーツマンガに関する研究は、夏目

房之介『消えた魔球—熱血スポーツ漫画はい

かにして燃えつきたか』（双葉社、1991

年）や米沢嘉博『戦後野球マンガ史—手塚治

虫のいない風景』（平凡社、2002 年）など

の評論や、高井昌吏『女子マネージャーの誕

生とメディア—スポーツ文化におけるジェン

ダー形成』（ミネルヴァ書房、2005 年）等

の社会学の分野で主に先行していた。また、

山田夏樹『ロボットと〈日本〉−近現代文

学、戦後マンガにおける人工的身体の表象分

析』（立教大学出版会、2013 年）には、梶

原一騎・川崎のぼる『巨人の星』に関する論

考が収められている。しかしながら、それら

はいずれも少年マンガのスポーツものを中心

的に取り上げ、少女マンガのスポーツものに

ついてはほとんど触れられていない。研究対

象としては未開拓と言っても過言ではない、

少女マンガのスポーツものに関する研究を少

しでも進めたいという思いもあった。	

	

2． 研究の目的	
（1）本研究の当初の目的は、六〇年代から

八〇年代にかけて描かれたスポーツを主題と

する日本の少女マンガを取り上げ、スポーツ

する少女の表象をジェンダー批評の観点から

分析し、その歴史的変遷を明らかにすると共

に、同時代の活字媒体（新聞・雑誌）による

現実の女子スポーツ選手の取り上げられ方と

の比較を行い、両者の関連性について考察す

るというものであった。六〇年代後半から七

〇年代にかけて黄金期を迎え、八〇年代後半

に衰えをみせるスポーツ少女マンガの盛衰と

スポーツする少女像の変遷、及び活字媒体に

おける女子スポーツ選手の表象の移り変わり

との相関関係について検証するという目論見

があった。	

	

（2）スポーツ少女マンガは、所謂「スポ

根」マンガが全盛であった六〇年代後半から

七〇年代前半にかけて、現実の女子中高生た

ちに巻き起こったスポーツブームの発生源で

あった。空前のバレーボールブームを巻き起

こした浦野千賀子の『アタック No.1』

（「週刊マーガレット」1968 年 1 号〜1970

年 50 号）、テニス部に新入部員が殺到する

きっかけを作った山本鈴美香「エースをねら

え！」（「週刊マーガレット」第一部 1973

年 2・3 号〜1975 年 7 号、第二部 1978 年 4・

5 号〜1980 年 8 号）等が挙げられる。この当

時のスポーツ少女マンガは、単に現実の女子

スポーツや女子スポーツ選手の「媒介者」に

留まらず、現実の女子スポーツに直接的に作

用する力を備えていたと考えられる。その観

点からすると、スポーツ少女マンガにおける

スポーツする少女像の変遷を明らかにする本

研究は、当時の現実の女子スポーツ選手のあ

り方を逆照射することになるのではないかと

考えられた。	

	 また、現実の女子スポーツや女子スポーツ

選手は、活字媒体などを介して語られるもの

であるが、その語られ方や扱われ方がスポー

ツ少女マンガにどのような影響を与えたのか

についても考察を行うことで、メディアとス

ポーツの関係性に新たな知見がもたらされる

であろうと予測した。	

	

3． 研究の方法	
（1）国会図書館所蔵の少女マンガ誌主要 12

誌（講談社：「なかよし」「少女フレンド」

「別冊フレンド」、小学館「ちゃお」「少女

コミック」「別冊少女コミック」、集英社：

「りぼん」「週刊マーガレット」「別冊マー

ガレット」、白泉社「花とゆめ」「LaLa」、

秋田書店：「ひとみ」）にあたり、主人公の

少女がスポーツを行う作品（ここで言う「ス

ポーツ」とは、五輪種目に該当する競技を中

心に、剣道や薙刀等の武道、プロレスやロー

ラーゲーム等のプロスポーツを含む。また、

少女がスポーツを行う描写を研究対象とした

ことから、マネージャー等の裏方、もしくは

指導的立場に位置づけられるものは除外し

た）について、10 項目（１．連載年月、

２．掲載誌名、３作者名、４.スポーツ種目

名、５．主人公の年齢・性格、６．容姿造形



の特徴、７．身体的特徴、８．運動能力及び

必殺技の内容、９．家族・ライバル・恋人の

有無及びその内容、１０．読者の反応）のリ

ストを作成し、年代ごとの傾向について考察

を進めた。	

	

（2）また、国会図書館所蔵の六〇〜七〇年

代（1967-1979）の一般週刊誌の調査を行っ

た。「週刊新潮」「週刊文春」「週刊現代」

の３誌に絞り、現実の女子スポーツ選手を扱

った記事にあたり、その内容分析を行った。	

	

4． 研究成果	
（1）六〇年代の 80 作品、七〇年代の 374 作

品、八〇年代の 231 作品、計 685 作のスポー

ツ少女マンガを分析し、得られた成果は以下

とおりである。	

まず、作品数の推移であるが、1969 年

（55 作）と 1970 年（73 作）の二年だけで全

体の約 19％にあたる 128 作品が描かれてい

たことが判った。1969 年の前年の 1968 年が

15 作であることを考慮すると急激な増加と

言えるが、1968 年には浦野千賀子『アタッ

ク No.1』（「週刊マーガレット」1968 年 1

月 7 日号〜1970 年 12 月 13 日号）及び神保

史郎・望月あきら『サインは V！』（「週刊

少女フレンド」1968 年 10 月 15 日号〜1970

年 12 月 22 日号）の連載が開始されており、

圧倒的な人気を獲得したこの二作が牽引する

ことで、スポーツ少女マンガブームは始まっ

たと捉えられる。1971 年に 48 作品、1972 年

に 47 作品が描かれた後、1984 年までは 30

作前後の作品数で推移していた。1986 年以

降は十数作品に激減し、1989 年は 6 作品の

みとなった。	

	

（2）次に掲載誌の割合について、六〇年代

（80 作）は「なかよし」「週刊少女フレン

ド」「少女コミック」「りぼん」「週刊マー

ガレット」「別冊マーガレット」の六誌のみ

で、「少女コミック」（25 作）と「週刊マ

ーガレット」（23 作）の二誌だけで全体の

60％を占めていた。少女マンガ誌の創刊が相

次いだ七〇年代（374 作）には掲載誌が十二

誌と倍増するが、「少女コミック」（113 作

品）と「週刊マーガレット」（60 作品）の

二誌が占める割合は 46％と引き続き高く、

六〇年代から七〇年代にかけて、「少女コミ

ック」と「週刊マーガレット」という週刊誌

二誌が、スポーツ少女マンガの隆盛を作りだ

していたとみることができる。この要因とし

ては、一般的に勝敗の結果がクライマックス

となるスポーツは、毎回次号への「ひき」が

求められる週刊連載において、ドラマを作り

やすいモチーフとして重宝されたためと考え

られる。	

	 八〇年代（234 作）に入ると、掲載誌の割

合は「週刊マーガレット」（37 作）、「別

冊少女コミック」（37 作）、「ちゃお」

（33 作）の順となり、六〇年代から七〇年

代にかけて最もスポーツ少女マンガを掲載し

ていた「少女コミック」が、四番目の 24 作

品と著しく数を減らした。これは、同誌が

1978 年に週刊から月 2回に刊行形態を変え

た影響と見られる。「少女コミック」に代わ

り、同誌の出版社である小学館の月刊誌

（「ちゃお」「別冊少女コミック」）が上位

を占め、集英社と小学館の少女マンガ誌が引

き続きスポーツ少女マンガを牽引したことに

変化は無かった。	

	

（3）七〇年代にスポーツ少女マンガを多く

掲載していた「少女コミック」と「週刊マー

ガレット」にはスポーツものを専門的に描く

マンガ家がいた。「少女コミック」には灘し

げみ（六〇年代に６作、七〇年代に 7作）や

ひだのぶこ（七〇年代に 12 作）、田中美智

子（六〇年代に 3作、七〇年代に 7作）、す

なこ育子(七〇年代に 7作)が、「週刊マーガ

レット」には浦野千賀子（六〇年代に 3作、

七〇年代に 9作）や藤原栄子（六〇年代に 5

作、七〇年代に 4作）、志賀公江（七〇年代

に 5作）や木内千鶴子（六〇年代に 3作、七

〇年代に 1作）がスポーツ少女マンガを相次

いで発表し、個々に人気を集めていた。これ

らのマンガ家たちは、いずれもストーリーテ

ラータイプであり、尚かつ「動きや迫力、肉

体を感じさせる、スタイル画ではない

『絵』」1をもつという点に共通性が見られ

た。	

八〇年代においても、「週刊マーガレッ

ト」の津村かおり（7作）と麻生泉（5

作）、「別冊少女コミック」の田村由美（4

作）等がスポーツ少女マンガを複数作描いて

いたが、七〇年代に比べると特定の作家のみ

が描くという傾向は薄れた。	

	

（4）掲載形態をみると、六〇年代の 80 作中

20 作、七〇年代では 374 作中 95 作が連載作

品（前後編は除き、三回以上のものとした）



であり、共に全体の 25％に過ぎない。この

当時のスポーツ少女マンガは、読み切り作品

が大半であったと言えるが、これは先に指摘

したように、スポーツものは物語を構成し易

く、更には様々な身体の動きを描く必要があ

ることから、主に新人マンガ家が技術向上の

ために編集からの要請で描かされるケースが

多かったことが一因として挙げられるのでは

ないか。一方、八〇年代の 231 作中、連載作

品の数は 77 作で、全体に占める割合は 33％

と七〇年代の 25％より増加した。	

	

（5）題材となったスポーツについては、六

〇年代は 18 種目（表１）、七〇年代は 40 種

目（表２）、八〇年代は 28 種目（表 3）が

確認できた。上位を見ると、六〇年代は１．

バレーボール（13）、２．テニス（11）及び

陸上（11）、３．水泳（8）、４．卓球

（6）、七〇年代は１．テニス（41）、２．

陸上（34）、３．バレーボール（33）、４．

バスケットボール（29）及び水泳（29）、八

〇年代は 1．テニス（47）、2．バレーボー

ル（29）、3．陸上（27）及びバスケットボ

ール（27）、4．剣道（14）の順に並び、バ

レーボールとテニス、陸上が人気種目となっ

ていたことが分かった。その内、バレーボー

ルとテニス（及び水泳）は、いずれも谷口雅

子『スポーツする身体とジェンダー』（青弓

社、2007 年）で指摘されている、明治後半

から大正期にかけて近代スポーツが女子学生

へ浸透していく際に、「女性にふさわしい」

（谷口・前掲書ｐ90）スポーツとして推奨さ

れた種目である点に着目したい。バレーボー

ルについては、無論 1964 年の東京オリンピ

ックにおける「東洋の魔女」の活躍が色濃く

影響していることも確かだが、敵陣に侵入せ

ず、身体接触も無く、スポーツするヒロイン

が自陣でのプレイに徹するこれらの競技が、

スポーツする女性キャラクターに「女性らし

くする」2ことを優先的に求めた当時の少女

マンガの中で、とりわけ好ましいスポーツと

見なされていたであろうことは想像に難くな

い。すなわち、少なくとも六〇年代後半の少

女マンガのヒロインにとってスポーツは相容

れない、更に言えば、スポーツは男性性を表

す象徴的なモチーフであり、ヒロインが行う

にふさわしくないものであったと言え、実際

にスポーツ少女マンガを描くにあたっては、

ヒロインがスポーツをすることで「女性ら

し」さを損なうことのないよう、様々な制約

が課せられていたとみることができる。時代

が進むに連れ、これらの制約も緩和されてい

くことになるが、六〇年代後半に花開いたス

ポーツ少女マンガは、限定的なスポーツの導

入を出発点としていたことを明記しておく。	

	

（表２）七〇年代スポーツ
少⼥マンガの題材となっ
たスポーツ種⽬⼀覧	

（表１）六〇年代スポ
ーツ少⼥マンガの題材
となったスポーツ種⽬

（表 3）八〇年代ス

ポーツ少女マンガ

の題材となったス

ポーツ種目一覧	



（6）六〇年代から八〇年代にかけてのスポ

ーツ少女マンガのヒロイン像を、ジェンダー

批評の観点から分析すると以下のようなこと

が言える。まず、六〇年代から七〇年代にお

いては、父性的な指導者に導かれ、異性と距

離を置き、スポーツに全身全霊を捧げて様々

な困難を乗り越え、勝利を掴む、スポーツと

人生が一体化した少女主人公像が、読者にと

って憧憬の対象となり、現実のスポーツへの

参入を促す契機ともなって、編集部側も積極

的にその流れを後押ししていた。先述のとお

り、題材が特定の競技に偏りがちであり、勝

敗以上に自己表現に重きが置かれ易く、主人

公は男性指導者へ依存しがちで、プロにな

る、すなわちスポーツによって経済的に自立

する姿は求められない等、男性主人公を描く

スポーツ少年マンガに比べ制約の多いもので

あったが、試合という戦いを制して勝ち上が

る女性主人公は、それまでの典型的な少女マ

ンガのヒロイン像である「やさしく美しくお

となしいだけの少女に強さとたくましさを加

え」3た点で画期的であった。七〇年代後半

には、女子プロレスをテーマにした作品（志

賀公江『青春ファイター』「少女コミック」

1977 年 11 月 13 日号〜1978 年 4 月 23 日号）

が登場したり、通常、女性美が評価されがち

なペアスケートを取り上げながら、男性依存

から脱し、表現者としてペアの男性と対等に

並び立つ女性主人公を描いたり（槇村さとる

『愛のアランフェス』「別冊マーガレット」

1978 年 1 月号〜1980 年 9 月号）と、スポー

ツする女性の描写は、より強く、より自立的

な存在へと変化した。	

身体表象については、六〇年代から七〇年

代半ばまではバレーやバスケットの選手でも

背が高いといった競技に有利な身体描写はほ

とんど見られず、平均的な身体描写に留まる

が、七〇年代後半の長期連載作品の中には丸

みを帯びた女性的な身体描写からアスリート

としての筋肉質な身体描写への移行が見受け

られるものがあった。	

	 八〇年代に入るとヒロインにとってのスポ

ーツの重要度は低下し、異性との恋愛に重き

が置かれる傾向が強まった。例えばフィギュ

アスケートを題材にした田中雅子『虹色のト

レース』（「ひとみ」1978 年 9 月号〜1981

年 1 月号）では、主人公は訳あって離ればな

れになった恋人とペアを組むことを目標に練

習に励み、実力をつけていくものの、恋人と

の再会で物語の幕は閉じられ、二人がペアを

組んでから後の競技生活は描かれていない。

七〇年代後半の競技者としての自立という志

向性が弱まり、恋愛関係の成就が最優先事項

となった。言うなれば、スポーツは恋愛物語

の演出装置の一つになっていったのである。	

	 更に、七〇年代までの熱血スポーツものを

パロディ化する作品が多く現れた。湯沢直子

『翔んでるルーキー！』（「週刊マーガレッ

ト」1979 年 4 月 8 日号〜1981 年 5 月 29 日

号）や川原泉『銀のロマンティック…わは

は』（「花とゆめ」1986 年 3 号〜7 号）は、

前者はバレーボール、後者はペアフィギュア

スケートと、七〇年代までの熱血スポーツマ

ンガの定番種目を題材に、ギャグ要素を多く

とり入れ、競技に対し真剣にとりくみつつも

肩の力の抜けた、スポーツとの適度な距離間

を保つヒロインを描いた。スポーツに過度に

入れ込まないという点では、これもまた先述

したスポーツの重要度低下の現れとみること

もできよう。	

	 また、男性キャラクターにも変化が見られ

た。すなわち、主導的な男性指導者が減り、

ヒロインを脇で支える男性キャラクターが多

く描かれる傾向があった。例えば新体操を題

材にした麻生泉『光の伝説』（「週刊マーガ

レット」1985 年 7 月 5 日号〜1988 年 9 月 20

日号）のヒロイン・光は、七〇年代後半に見

られたスポーツを通して自らの表現を極める

自己確立を果たすアスリートとして描かれる

が、その対となる男性キャラクターは、光を

導く体操選手の先輩ではなく、光の伴走者と

なる同級生である。父親や兄のように上位の

立場からヒロインをスポーツの世界へ引き上

げ、彼等の理想という鋳型に嵌められるので

はなく、対等な立場で切磋琢磨しながらスポ

ーツと向き合い、最終的には互いに表現者同

士という形で結ばれる。このようなスポーツ

を巡る新しい男女の関係は七〇年代後半のス

ポーツ少女マンガから徐々にその傾向が見え

ていたが、八〇年代に入り、より顕著となっ

ていった。	

	

（7）分析対象となるマンガ作品が予想以上

に多く、考察に時間がかかってしまったた

め、新聞・雑誌の調査は一般週刊誌「週刊新

潮」「週刊文春」「週刊現代」の３誌に絞

り、現実の女子スポーツ選手を扱った記事

（六〇年代 73 本・七〇年代 127 本）にあた

り、その内容分析を行った。特徴としては、

試合内容やプレイスタイル以上に性格及びコ



ーチやチームメイト、親兄弟や恋人との人間

関係といったプライベートな部分に焦点を当

てる傾向が強く、容姿や体型（身長・体重）

について多く言及され、「美しい」「かわい

子ちゃん」「色気がある」という観点から評

価されていた。しばしばグラビア頁に全身像

が掲載され、中には身体部位を強調し、性的

な身体性を写し出すものも見られた（「週刊

文春」17 巻 17 号［1975 年 4 月］ｐ10-11

「女子プロテニス大会」等）。また、「東洋

の魔女」以降、世界的に活躍する女子選手は

「女はますます強くなりました」（「週刊新

潮」12 巻 32 号［1967 年 8 月］ｐ21）という

ように「強い」ことが揶揄の対象となってい

る傾向が見られる点から、女子選手が華々し

い成績を残すことは必ずしも全面的に肯定さ

れ、また評価されることではなかったと捉え

られる。読者及び記事を作成する側が男性中

心であったことを踏まえれば、当時の一般週

刊誌においては、女性が男性領域とされてき

たスポーツの世界で活躍し、強くなることは

どちらかと言えば嫌悪され、女子選手を性的

対象と見なし“女”として一般化すること

で、男性の優位性を保持する嫌いがあったと

考えられる。	

	 そのような一般週刊誌における現実の女子

スポーツ選手の取り上げられ方を踏まえる

と、スポーツ少女マンガのヒロインは、独自

且つ特異な発展を遂げたと言えよう。読み手

も書き手も男性中心の一般週刊誌とは対照的

に、読み手も描き手も女性中心の少女マンガ

において、スポーツは、まずヒロインを強く

するものとして描き出され、後に男性依存か

ら脱却し、ヒロインの自立を可能にするモチ

ーフとなった。八〇年代に入るとスポーツの

重要度は低下するが、それは別の見方をすれ

ば、スポーツを介さずとも女性が強くなれた

り、自立できたりする時代の到来を示唆して

いたとも捉えられるのではないか。少なくと

も、六〇年代から八〇年代半ばにかけて、ス

1	米沢嘉博『戦後少女マンガ史』ちくま文庫 2007 年 8

月ｐ186	
2	『アタック No.1』の作者である浦野千賀子は、「女

性漫画で初めてスポーツものを描くということで不安

視もされる中、女性らしくする等の条件でＯＫが出ま

した。」（「あしたのジョー＋エースをねらえ！＋ア

ポーツ少女マンガは、様々な制約を課せられ

る形で始まりながら、徐々に少女の身体と精

神の可能性を限りなく拡大してみせる、少女

たちをエンパワーメントする物語へと発展し

ていったと見ることができるのである。	

	

（8）本研究により、研究対象としてほぼ未

開拓と言ってよい状態にあったスポーツ少女

マンガの実態が、作品数の推移、掲載誌の割

合、マンガ家の傾向、題材となったスポーツ

の種類、ヒロインのジェンダー表象の特徴を

通して、一部明らかとなった。しかしなが

ら、現実の女子スポーツ選手の表象分析にま

で至らなかった点、また何故スポーツ少女マ

ンガが衰退したのかについては、明確な見解

を得られなかったことから、これらについて

は今後の課題となる。本研究がスポーツマン

ガやスポーツするキャラクターの更なる研究

の発展に何らかの形で寄与することができれ

ば幸いである。	
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